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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
人
を
殺
せ
ぬ
殺
人
鬼
・
と
あ
る
話

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
９
１
１
Ｌ

【
作
者
名
】

　
戯
言
遣
い
の
弟
子

【
あ
ら
す
じ
】

　
何
故
静
唆
と
静
羅
が
『
ス
マ
ッ
シ
ュ
ハ
ン
タ
ー
ズ
』
の
世
界
に
行
っ
た
の
か

―
―

フ
ァ
ン
待
望
の
『
殺
人
鬼
』
で
す
！
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―
と
あ
る
話
―

「
二
人
と
も
」

「
…
ん
だ
よ
」

「
何
で
す
？
」

「
西
の
―
―
仮
に
モ
ハ
ン
ス
島
で
、
正
体
不
明
の
モ
ン
ス
タ
ー
が
出
て
る
ら
し

い
」

「
…
つ
ま
り
、
何
だ
」

少
し
、
教
官
は
笑
い
、

「
行
っ
て
こ
い
」

「
っ
は
ぁ
！
？
」

「
え
え
え
え
え
！
？
」

「
っ
ざ
け
ん
な
！
仮
に
行
く
と
し
て
も
ど
う
や
っ
て
！
？
」

「
走
れ
。
泳
げ
。
」

「
「
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
」
」

「
冗
談
だ
」

「
冗
談
に
聞
こ
え
ね
ぇ
ん
だ
よ
…
」

「
あ
ぁ
そ
う
そ
う
。
そ
こ
で
は
沢
山
の
人
が
困
り
果
て
て
い
る
」

「
…
行
か
ね
ぇ
ぞ
」

「
君
達
を
待
っ
て
い
る
」

「
…
」

「
あ
あ
！
こ
う
し
て
い
る
間
に
も
何
人
も
人
が
死
ん
で
い
る
」
「
行
け
ば
い
い

ん
だ
ろ
！
」

「
じ
ゃ
あ
、
行
っ
て
こ
い
」

「
お
兄
ち
ゃ
ん
、
ま
た
…
？
」

「
悪
い
か
！
」

「
殺
人
鬼
な
の
に
善
人
っ
て
…
」
「
…
何
だ
、
コ
イ
ツ
等
…
？
頭
緑
体
黒
緑
で

手
足
…
？
」

「
赤
も
居
る
よ
、
お
兄
ち
ゃ
ん
…
」
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「
～
～
～
、
で
も
や
る
ん
だ
ろ
…
？
―
―
ッ
！
？
」

「
大
丈
夫
！
？
」

「
あ
ぁ
…
」

「
何
だ
！
？
ア
ン
タ
等
！
？
」

「
通
り
す
が
り
の
―
―
」

「
「
殺
人
鬼
さ
！
」
」

「
殺
し
て
解
し
て
並
べ
て
揃
え
て
晒
し
て
や
ん
よ
！
」

「
教
官
！
そ
れ
俺
の
台
詞
！
」
「
知
ら
ん
な
！
」

「
行
っ
く
よ
～
～
！
」

教
官
は
、
「
双
影
剣
」
を
構
え
、
静
唆
は
「
天
上
天
下
天
地
無
双
刀
」
、
静
羅

は
「
ブ
ル
ー
ブ
レ
イ
ド
ボ
ウ
?
」
を
構
え

「
…
…
…
…
…
ぇ
…
」

「
…
鬼
神
だ
…
」

「
…
…
は
は
、
面
白
れ
ぇ
。
負
け
ね
ぇ
ぞ
！
」

「
勝
て
る
と
思
う
か
？
」

「
教
官
、
ま
た
挑
発
…
」

「
本
家
ハ
ン
タ
ー
、
舐
め
る
な
よ
！
行
く
ぞ
！
」

「
お
前
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
ど
う
す
る
よ
」

「
お
前
等
！
着
い
て
こ
い
よ
！
ま
ず
は
武
器
を
し
ま
っ
て
、
パ
タ
ー
ン
を
見
る

ぞ
！
」

「
そ
ん
な
事
を
す
れ
ば
増
え
る
一
方
だ
！
俺
達
は
行
く
ぞ
！
」

「
お
ぉ
！
」

「
行
く
な
！
！
」

「
ッ
！
？
何
故
だ
！
」

「
死
ぬ
ぜ
。
今
行
く
と
」

「
…
う
ん
」

「
コ
イ
ツ
等
の
言
う
通
り
だ
」
「
～
～
～
～
～
、
ク
ソ
！
」

「
タ
ゥ
ッ
タ
ゥ
ッ
タ
ゥ
ッ
、
シ
ュ
ゥ
ゥ
、
ド
ン
」

「
っ
あ
ぐ
！
」

「
お
兄
ち
ゃ
ん
！
？
」
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「
銃
ま
で
使
い
や
が
っ
た
…
！
？
」

「
う
わ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
」

「
雲
だ
ぁ
！
」

「
っ
！
」

ゴ
ー
ル
ド
ヴ
ァ
ル
キ
リ
ー
を
構
え
た
ハ
ン
タ
ー
が
雲
を
撃
つ
。

が
。

「
っ
ぎ
ゃ
ゃ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
！
！
！
」

「
黒
く
な
っ
た
…
！
」

「
鬼
神
化
！
」

双
刃
イ
ャ
ン
ク
ッ
ク
を
持
つ
ハ
ン
タ
ー
が
雲
に
斬
り
か
か
る
。

「
ボ
シ
ュ
ー
ン
！
」

「
っ
し
！
」

「
ち
っ
！
新
た
に
三
体
も
か
よ
！
」

「
ブ
ー
メ
ラ
ン
と
鉄
と
デ
カ
イ
ヤ
ツ
か
よ
！
」

「
ブ
ー
メ
ラ
ン
は
近
遠
両
方
、
攻
撃
手
段
が
あ
る
！
鉄
は
遠
距
離
攻
撃
を
跳
ね

返
し
、
デ
カ
イ
ヤ
ツ
は
た
だ
デ
カ
イ
だ
け
！
以
上
！
Ｑ
Ｅ
Ｄ
！
」

「
静
羅
は
牽
制
頼
む
！
静
唆
は
デ
カ
イ
ヤ
ツ
だ
！
」

「
「
Ｏ
Ｋ
！
」
」

「
ふ
ぅ
っ
！
」

「
く
っ
、
く
っ
、
く
っ
、
ひ
ゅ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
」

「
っ
当
た
る
か
ぁ
！
」

「
っ
ら
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
」

「
散
鷺
！
」

静
唆
は
突
っ
込
み
、
静
羅
は
上
空
に
貫
通
矢
を
ば
ら
蒔
く
。

「
「
「
「
「
！
？
」
」
」
」
」

「
っ
し
、
止
ま
っ
た
！
」

だ
が
、
止
ま
っ
た
の
は
ほ
ん
の
僅
か
。

一
瞬
だ
っ
た
。

…
で
も
、

「
事
足
り
る
！
」
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一
瞬
の
内
に
三
体
を
吹
き
飛
ば
す
。

「
…
か
っ
！
」

静
唆
は
バ
ズ
ー
カ
プ
リ
ム
を
意
識
の
中
に
入
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
不
意
討

ち
を
喰
ら
う
。
『
フ
ァ
イ
ヤ
～
』

『
ち
ょ
っ
！
』

『
リ
ー
ダ
ー
』

『
ん
？
』

『
今
の
味
方
だ
ぞ
』

『
え
！
？
嘘
！
』

『
嘘
だ
。
』

『
な
ー
ん
だ
』

『
と
言
う
の
は
嘘
だ
』

『
え
え
！
？
』

皆
ご
存
知
プ
リ
ム
レ
ン
ジ
ャ
ー
で
あ
る
。

「
な
…
ん
だ
？
」

「
…
っ
！
」

静
羅
は
静
唆
を
守
ろ
う
と
静
唆
の
前
に
立
つ
。

「
何
を
す
る
気
！
？
」

『
？
 

オ
イ
ラ
達
は
何
も
し
ま
せ
ん
よ
？
』

「
…
…
…
…
…
…
…
！
」

『
信
じ
て
貰
え
て
な
い
ぞ
。
俺
達
。
…
リ
ー
ダ
ー
、
ど
う
す
る
？
』

『
…
…
…
』

「
っ
…
」
『
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
』

『
ん
な
時
に
ア
イ
ス
食
う
な
～
！
』

『
『
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ

バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
』
』

『
う
っ
せ
ー
！
っ
て
か
増
え
て
る
し
！
』

『
『
『
「
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ

バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ

バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
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バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
」
』
』
』

『
ア
ン
タ
も
や
っ
て
ん
な
～
！
』

「
…
苦
労
し
て
ん
な
」

『
あ
あ
…
』

「
ざ
っ
」

「
ふ
！
」

「
…
負
け
て
ら
ん
ね
ぇ
な
」

「
お
兄
ち
ゃ
ん
」

「
ん
？
」

「
キ
レ
て
い
い
？
」

「
…
Ｏ
Ｋ
」

「
し
ゅ
っ
」

「
っ
！
」

静
羅
は
何
の
抵
抗
も
無
し
に
攻
撃
を
喰
ら
い
、

イ
カ
れ
た
。

静
羅
は
微
笑
え
み
、

「
泣
い
て
喚
い
て
そ
し
て
逝
け
」

「
泣
け
喚
け
そ
し
て
死
ね
」

詠
う
様
に
喋
り
、

「
「
そ
れ
が
君
の
運
命
だ
」
」
…
イ
カ
れ
た
。

「
「
っ
ら
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」
」

「
「
「
ぼ
し
ゅ
ゅ
ゅ
ー
ー
ん
！
！
」
」
」

「
…
雰
囲
気
違
う
な
」

「
…
あ
ー
、
怒
っ
ち
ま
っ
た
」

「
止
め
て
く
れ
よ
」

「
無
理
。
あ
い
つ
ら
怒
る
と
と
ま
ん
ね
ぇ
。
」

「
え
ぇ
ー
（
汗
」

「
ひ
は
は
は
は
は
は
は
は
は
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

「
「
「
「
「
ぼ
ぼ
ぼ
ぼ
ぼ
ぼ
ぼ
ぼ
ぼ
ぼ
ぼ
ぼ
ぼ
ぼ
ぼ
ぼ
ぼ
ぼ
ぼ
ぼ
ぼ
ぼ
ぼ
ぼ
ぼ

ぼ
ぼ
ぼ
ぼ
ぼ
ぼ
ぼ
ぼ
ぼ
ぼ
ぼ
（
以
下
略
）
」
」
」
」
」
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「
…
落
ち
着
け
～
」

「
「
あ
ぁ
ん
？
」
」

「
な
」

「
え
ぇ
ー
…
？
」
「
…
『
動
翔
殺
壊
波
』
！
」

「
「
っ
あ
！
？
」
」

「
お
お
。
戻
っ
た
」

「
「
…
…
。
あ
れ
？
何
を
…
」
」

「
暴
れ
て
た
。
」

「
「
…
（
や
っ
ち
ま
っ
た
。
）
」
」

「
…
さ
て
、
一
段
落
付
い
た
か
な
」

「
お
お
、
い
た
い
た
」

「
ッ
！
？
」

「
「
…
手
！
？
」
」

「
は
い
、
強
奪
誘
拐
～
」

「
あ
！
ま
ち
や
が
―
―
」

「
お
ら
ぁ
！
」

「
…
か
ふ
っ
」

「
ん
じ
ゃ
行
く
か
～
」

「
川
が
見
え
る
…
」

「
逝
く
な
！
」

「
い
っ
て
ら
っ
さ
ー
い
」

…
あ
、
忘
れ
て
Ｔ

「
燃
や
す
よ
？
」

う
ん
。
恐
い
か
ら
誰
か
ヘ
ル
プ
ミ
ー
！

「
逃
が
す
か
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぉ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ

！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

キ
ャ
ラ
崩
壊
し
て
ま
す
よ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
…
…
…
…

…
…
…
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「
ピ
ン
ク
玉
～
」

…
そ
う
し
て
、
白
い
左
手
に
連
れ
て
い
か
れ
、
カ
ー
ビ
ィ
や
ら
喋
る
緑
亀
に
会

っ
た
の
で
会
っ
た
―
―
。
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―
と
あ
る
話
―
（
後
書
き
）

か
く
し
て
物
語
は
終
わ
り
に
近
付
く
―
―
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

人を殺せぬ殺人鬼・とある話
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